
国

北

の

蓄
投
資

y
ラ
ン
ス
と

金

藤
一
間
十
勝
一
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じ

に
l

貯
蓄
か
ら
投
資
へ

般
に
、
金
融
活
動
は
ふ
た
つ
の
機
能
を
還
し
て
経
済
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
決
済
段
の
提

供
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
安
全
か
つ
安
定
的
に
提
供
す
る
仕
組
み
(
決
済
シ
ス
テ
ム
)
を
整
え
る
こ
と
で
、
経
済
取
引

を
円
滑
に
維
持
す
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

i
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
分
権
化
さ
れ
た
経
済
社
会
で
は
、

社
会
的
な
分
業
に
基
づ
く
交
換
経
済
が
そ
の
土
台
を
成
し
て
お
り
、
経
済
発
展
と
は
、
一
面
に
お
い
て
社
会
的
な

分
業
の
拡
大
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
交
換
経
済
に
は
安
定
的
な
決
済
手
段
が
不
可
欠
で
あ
る
か
ら
、
整
備

さ
れ
た
決
済
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
社
会
的
な
分
業
の
拡
大
日
経
済
発
展
が
可
能
と
な
る
。
現
代
経
済

で
は
、
情
報
通
信
技
術
や
交
通
手
段
の
発
展
と
相
侠
っ
て
、
経
済
取
引
に
関
わ
る
時
間
的
@
空
間
的
な
制
約
は
大

幅
に
緩
和
さ
れ
、
多
額
に
上
る
国
際
的
な
取
引
が
瞬
時
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
安
全
か

っ
安
定
的
な
決
済
手
段
の
提
供
は
、
従
前
に
も
増
し
て
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
「
赤
字
主
体
と
黒
字
主
体
と
の
間
の
資
金
移
動
」
で
あ
り
、
資
金
に
余
裕
の
あ
る
黒
字
主
体
か

ら
資
金
の
不
足
し
て
い
る
赤
字
主
体
へ
資
金
を
融
通
し
、
経
済
全
体
で
眠
り
あ
る
資
金
を
効
率
的
に
活
用
す
る

こ
と
で
あ
る
。
も
し
簡
々
の
経
済
主
体
が
自
己
の
資
金
だ
け
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
有
利
な

投
資
機
会
が
な
く
余
剰
資
金
を
持
て
余
す
主
体
と
、
有
利
な
投
資
機
会
を
持
ち
な
が
ら
資
金
不
足
で
投
資
で
き

な
い
主
体
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
経
済
発
展
に
必
要
な
資
金
を
調
達
し
円
滑
に
配
分
す
る
金
融
シ
ス
テ



北海道の産業経済活性化戦略

ム

が

構

築

で

き

る

か

ど

う

か

は

、

経

済

発

展

の

行

方

を

左

右

す

る

ほ

ど

の

重

要

さ

を

帯

び

て

い

る

。

本
稿
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
後
者
に
焦
点
を
当
て
、
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
論
の
視
点
か
ら
北
海
道
経
済
に
お
け
る
貯

蓄
と
投
資
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
貯
蓄
と
投
資
に
関
す
る
意
思
決
定
が
分
権
的
に
行
わ
れ
る
市
場
経

済
シ
ス
テ
ム
で
は
、
貯
蓄
と
投
資
が
事
前
的
に
過
不
足
な
く
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
保
証
は
な
い
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の

存
在
意
義
は
正
に
、
貯
蓄
と
投
資
を
効
率
よ
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
金
融
取
引
に
伴
う
情
報
の
非

対
称
性
の
解
消
@
緩
和
や
リ
ス
ク
分
担
機
会
の
提
供
を
通
し
て
、
事
前
的
な
貯
蓄
と
投
資
の
均
衡
化
を
促
す
こ
と

に
あ
る
。
も
し
、
こ
う
し
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
基
本
機
能
が
様
々
な
要
因
か
ら
ワ

i
ク
し
な
く
な
る
と
、
両
者
の

均
衡
化
は
達
成
さ
れ
ず
、
貯
蓄
が
効
に
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
投
資
に
必
要
な
資
金
の
調
達
が
国
難
に
な

る。
金
融
シ
ス
テ
ム
が
ワ

i
ク
し
な
く
な
る
ケ

i
ス
に
は
、
大
別
し
て
ふ
た
つ
の
原
因
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
金
融

合
、
も
う
ひ
と
つ
は
、
金
シ
ス
テ
ム
の
基
本
機
能
そ
の
も
の
に
問
題

シ
ス
テ
ム
を
巡
る
環

が
あ
る

が
あ
る
場
合
で
あ
る
。

例
え
ば
、
金
融
シ
ス
テ
ム
に
流
れ
込
ん
だ
に
比
し
て
、
リ
ス
ク
と
り
タ

i
ン
の
関
係
か
ら
有
利
な
投
資

機
会
が
相
対
的
に
乏
し
い
と
き
や
、
中
央
政
府
か
ら
の
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
や
公
的
金
融
に
よ
る
貸
出
を
原

資
と
し
た
投
資
が
政
策
的
に
行
わ
れ
る
場
合
、
あ
る
い
は
民
間
投
資
に
お
い
て
も
他
地
域
か
ら
の
資
本
移
転
に

よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
例
え
金
融
シ
ス
テ
ム
が
正
常
に
機
能
し
た
と
し
て
も
、
貯
蓄

は
投
資
に
比
し
て
相
対
的
に
剰
な
状
態
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
金
融
取
引
に
関
わ
る
情
報

第2章
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産
の
機
能
が
実
物
経
済
の
発
展
に
比
し
て
後
れ
を
取
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
要
と
さ
れ
て
い
る
資
金

を
十
分
に
供
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
金
融
機
関
が
地
域
密
着
の
営
業
方
針
か
ら
、

地
場
企
業
の
情
報
生
産
に
長
け
て
い
る
場
合
に
は
、
黒
字
主
体
か
ら
赤
字
主
体
へ
の
資
金
移
動
は
円
謂
に
行
わ

れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
り
ス
ク
負
担
の
面
か
ら
み
れ
ば
、
地
域
経
済
に
対
す
る
過
度
の
コ
ミ
ッ
ト
が
貸
出
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
分
散
を
妨
げ
、
経
済
的
な
シ
ョ
ッ
ク
に
対
し
て
脆
な
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
り
上
げ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。

64 

こ
の
よ
う
な
ケ

i
ス
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
以
下
で
は
、
北

道
の
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
を
具

長守

め

て
い
こ
う
。

貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
鵠
の
分
析
枠
組
み

貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
論
の
分
析
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ま
し
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
(
※
註

1
)
。
い
ま
、

県
民
総
支
出
を
開
、
消
費
を
ぺ
投
資
を
円
、
移
輸
出
を
宮
、
移
輪
入
を
円
層
、
県
外
か
ら
の
所
得
(
純

)
E
2去
と

す

れ
ば
、
県
民
総
支
出
は
そ
の
定
義
か
ら
、

何
日
(
)
十
円
十
由
同
!
日
日
間
十
日
出
口
。
出
。

① 

と
な
る
。
一
方
、
固
定
資
本
減
耗
を
含
む
県
民
可
処
分
所
得
同
は
、
粗
貯
蓄

(
1
貯
蓄
十
固
定
資

減
耗
)
を
∞
、
県



外
か
ら
の
そ
の
他
の
経

移
転
(
純
)
を

2
2
3丹
ご
。
ロ
∞
『
の
門
∞
と
す
る
と
、

同
川
社
(
〕
十
∞
l
n
c
九
三
辺
門
ご
∞
口
∞
刊
の
門
的

と
表
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
県
民
総
支
出
と

② 定
資
本
減
耗
を
含
む
県
民
可
処
分
所
得
は
等
し
い
こ
と
か
ら
、

∞i
同
日
(
間
一
同
，

EB--Z])
十
日
間
足
。
題
。
ム
i
n
c
ご
J

A

W

ロ
仲
立
∞
ロ
∞
町
。
士
山

北海道の産業経済活性化戦略

と
い
う
笹
等

ご
は
経

立
す
る
。
こ
の
③
式
が

投

バ
ラ
ン
ス
式
で
あ
り
、
貯
蓄
投
資

z
n
c
留
め
十

2
2
2円
ご
出
口
こ
え
∞
と
等
し
く
な
る
。

間
阿
部
門
に
お
け
る
貯
蓄
投

さ
り

部③

式収係

支が

22事
ヤ後
s 

県

差

の

一
般

に
お
け

③ 

に
つ
い
て
、
こ

を

(ぽ

i
Z
)
に
部

す

と

(∞官
l
r
)
)

十
(
∞
ぬ
i

日
明
)
刊
行
(
開
討
1
8

円
沼
)
十
一
出
向
。
自
の
十
円

5
1
2
三
ご
∞
口
立
の
吋
∞

と
な
り
、

間
部
門
に
お
け
る
貯
蓄
超

超
過
(
不

第2

わ
ち
、
県
民
ベ

i
ス
で
の
貯

④ 

額
(
∞
l

額
(
ぜ

i
Z
)
と

(
不
足
)
と
一
般
政
府
部
門
に
お
け
る
貯
蓄
超
過
(
足
)
の
総
和
(
す
な

)
が
、
域
外
部
門
と
の
取
引
で
生
じ
た
経
常
県
外
収
支
の
字
(
赤

65 



貯蓄投資バランスと資金の地域開流動国 1
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字
)
と
等
し
く
な
る
。

一
般
に
、
地
域
経
済
の
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
は
、

地
方
圏
に
お
い
て
、
民
間
部
門
の
貯
蓄
投
資
差
額
(
ぜ
!
日
百
)

が
プ
ラ
ス
、
一
般
政
府
部
門
の
貯
蓄
投
資
差
額
(
芯
!
日
明
)
が

マ
イ
ナ
ス
、
財
貨
@
サ

i
ピ
ス
の
移
出
(
純
)
(
官
i

門
出
)
が
マ

と
さ
れ
、
他
方
、
大
都

の
貯
投
資
差
額
が
マ
イ
ナ
ス
、
一
般

政
府
部
門
の
貯
投
資
差
額
が
プ
ラ
ス
、
財
貨
@
サ
ー
ビ
ス

の
移
出
(
純
)
が
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る

イ
ナ
ス
と
な
る
こ
と
が
、
そ
の

圏
で
は
、
民
間

(
※
注

2
)
。

国
ー
は
、
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
地
域
に
お
け
る
貯
蓄
投
資
パ

ラ
ン
ス
と
資
金
の
地
域
間
流
動
を
図
式
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
地
方
題
で
は
、
民
間
部
門
に
お
い
て
生
じ
た
貯
蓄
超
過

分
が
投
資
需
要
の
旺
盛
な
大
都
市
圏
に
流
出
す
る
と
と
も

に
、
大
都
市
圏
か
ら
移
入
し
た
財
貨
@
サ
ー
ビ
ス
の
代
金
が

地
方
圏
か
ら
大
都
市
圏
に
'
向
け
て
支
払
わ
れ
る
。
逆
に
、
大

都
市
圏
か
ら
は
、
地
方
圏
か
ら
の
資
金
流
出
を
埋
め
合
わ
せ



る
形
で
、
大
都
市
歯
で
徴
収
さ
れ
た
税
を
財
源
と
す
る
財
政
支
出
が
地
方
留
に
還
流
す
る
(
国
か
ら
の
財
政
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ

i
)
。
こ
の
よ
う
な
見
方
に
立
て
ば
、
地
方
醤
の
経
済
が
財
政
に
依
存
す
る
構
造
の
背
景
に
は
、
民
間
部

門
に
お
け
る
貯
蓄
超
過
と
移
輪
入
の
超
過
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

北

海

道

蓄

投

資

パ

二
O
O
一
年
度
に
お
け
る
貯
蓄
投
バ
ラ
ン
ス
(
対
道
内
総
支
出
比
)
で
は
、
間
部
門
の
貯
蓄
投
資
差
額
が

一
四
@
一
%
、
一
般
政
府
の
貯
蓄
投
資
差
額
が
O
@
三
%
、
そ
し
て
、
道
外
に
対
す
る
債
権
の
変
動
が
九
@
四
%
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
北
海
道
で
は
、
民
間
部
門
が
道
内
総
生
産
比
一
O
%
を
超
え

る
大
幅
な
叶
蓄
超
過
と
な
る
一
方
、
一
般
政
府
部
門
は
、
そ
の
収
支
が
概
ね
均
衡
し
た
状
態
に
あ
る
。
こ
う
し
た

貯
蓄
の
超
過
分
は
道
外
的
地
域
へ
と
振
り
向
け
ら
れ
、
こ
の
結
果
、
北
海
道
で
は
道
外
に
対
す
る
債
権
の
上
積
み

(
増
加
)
が
も
た
ら
さ
れ
た
(
※
詮

3
1

し
か
し
、
北
海
道
で
は
国
か
ら
の
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
に
依
存
す
る
度
合
い
が
強
く
、
こ
う
し
た
貯
蓄
投
資

バ
ラ
ン
ス
も
、
道
外
か
ら
の
そ
の
他
の
経
常
移
転
や
資
本
移
転
(
純
)
に
よ
る
補
填
が
な
さ
れ
た
後
の
姿
で
あ
る
。

図

2
は
、
こ
れ
ら
の
移
転
を
控
除
し
た
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば

2
2
三円

Z
E

ま
Z
さ
(
素
顔
)
の
北
海
道
経
済
で
あ
る
。

図

2
に
基
づ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
北
海
道
経
済
の
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
を
挑
め
て
み
る
と
、
民
間
部
門
の
貯
蓄

投
資
差
額
(
対
道
内
総
支
出
比
)
は
九

0
年
度
の
七
@
%
か
ら
O
二
年
度
の
一
四
@
O
%
ま
で
、
貯
蓄
超
過
が
拡

お

ン
ス
の
動
開

る

北海道の産業経漆活性化戦略第2
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貯蓄投資差額の動向:北海
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20% 

10% 

0% 

-10% 

-20% 

-30% 

2002 2001 

貯蓄投資羨額:民筒(徐く道外からのその他の経常移転(純)+資本移転(純)) 

仁二二コ貯蓄投資差額:一般政府(除く選外からのその他の経常移転(終)+資本移転(純))

--0一道外に対する債権の変動(除く道外からのその他の経常移転(純)十資本移転(純))

2000 1999 1998 1997 1996 1995 1994 1993 1992 1991 1990 

大

す

る

で

推

移

し

て

き

た

。

他

投
資
差
額
は
、
九

0
年
代
前
半
に
投
資
超

向
が
み
ら
れ
た
が
(
九

0
年
度
轟
一
回
@
五
%
↓
九

。
@
九
%
)
、
九

0
年
代
後
半
に
入
っ
て
か
ら
は

ン
ジ
で
推
移
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

と
一
一
般

68 

が殻
拡政

大府
すの
る一

九

二
二
%
の

府
の
投

に
お
け
る

の

し
て
み
る
と
、
常
に
、

の

る

に
あ
り
丸
北

超

と

し

て

の

貯

@

投

る
(
道
外
に
対
す
る
を

は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い

の
収
支

権
の
変
動
:
九

O

度

一
O
@

%
↓

O
二

年

度

%

)

。

換

言

す

る

な

ら

ば

、

北

海

道
は
自
ら
の
貯
蓄
を
以
て
投
資
を
賄
う
こ
と
が
で
き
ず
、
な

お
不
足
す
る
分
に
つ
い
て
は
、
道
外
他
地
域
か
ら
の
移
転
(
受

取
)
や
信
入
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
一
@ 

一

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
掲
図

l
に

に
当
て
巌
め
て
み
る
な
ら
ば
、

投
資
パ
ラ

し
た

北
海
道
の
状
況
は
正
に
、
地
方
圏
に
お
け
る
貯



ン
ス
の
盛
(

の
相
関
を
概

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
、
こ
う
し
た

し
て
お
こ
う
。

係
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
る
た
め
に
、
各
収
支

①
 

と
、
色
(
の

ほ
ど
、

額
と
一
般
政
府
の
昨
蓄
投
資
額
の
関
係
を
み
て
み
る

係

さ

れ

、

民

間

部

門

の

貯

蓄

超

過

(

プ

ラ

ス

幅

)

が

大

き

く

な

る

の
貯
蓄
投
資
額
は
そ
の
マ
イ
ナ
ス
幅
を
拡
げ
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
。

の
総
資
本
形
成
と
一
般
致
時
の
貯
蓄
投
資
差
額
の
簡
に
は
、
正
の
相
関
(
相
関
係
数

O
@
六

投
資
が
縮
す
る
ほ
ど
、
一
般
政
府
の
貯
蓄
額
(
マ
イ
ナ
ス
幅
)
が
拡
大
す
る
傾

0
年
代
を
通
し
て
民

の

蓄
投

〆'圏、、、

O 

六
六
)
が
観

関

二
一
)
が
み
ら
れ
、
民

向
が
み
ら
れ
る
。

投
資

、、./

ま
た

の
赤
丸
一
〈

き
く
な
る
。

ナ
ス

間
関
(
相
関
係

)
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
一
殻
政

苧

」

斗
j
品

、

③
さ
ら
に
、

の
変

の

と
の

の

と

O 

め
ら

資

マ

ナ

の

の

後
、
北
経
済
が
縮
均
績
に
陥
る
こ
と
な
く
、

し
た
経
済
構
造
か
ら
脱
す
る
た
め
に
は
、
一
殻
政
府
の

額

(

マ

イ

ナ

ス

一

堀

)

を

縮

小

さ

せ

る

こ

と

を

前

提

に

、

民

間

投

投

資

収
支
の
改

し
た
が
っ
て
、
き
わ
め
て
概
括

ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

i
に
過
度
に
で
は
あ
る
が
、

か
b 
投
資

の
縮
小
や
経

の

の
拡
大
に
よ
る

第2

を

る
こ
と
が

本
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。



貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
と
資
金
の
地
域
開
流
動

貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
か
ら
地
域
的
な
資
金
流
動
の
様
相
を
推
し
測
る
方
法
の
ひ
と
つ
に
、
ご

ζ
己
主
出
伊

国
。
ユ
。
宮
口

20]
が
あ
る
(
※
注

4
)
。
ご
ニ
三
三
口
炉
問
。
ユ

c
E
口

2
5
で
は
、

O
E
C
D
諸
国
に
お
け
る
貯

蓄
と
投
資
の
関
係
を
観
測
し
、
両
者
の
間
の
強
い
桔
関
関
係
か
ら
、
国
内
投
資
が
国
内
貯
蓄
に
依
存
し
て
い
る
こ

と
を
見
出
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
金
融
自
由
化
政
策
」
を
柱
と
し
た
金
融
度
改
か
ら
、
金
融
市
場
の
国
際

な
結
合
が
強
ま
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
各
国
の
資

70 

移
動
が
そ
れ
ほ
ど

に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

具
体
的
に
は
、
円
(
投
資
)
、
∞
(
貯
蓄
)
、
支
総

産
)
の
関
の
関
係
と
し
て
、

円
¥
¥
吋

H
H
Q
十
九
凶
(
∞

¥Jh)

を
想
定
し
、

β
・
の
値
と
そ
の
有
意
性
を
み
る
こ
と
で
、
投
資
が
貯
蓄
に
ど
の
程
度
依
し
て
い
る
か
を
判
断
し
て

い
る
。
推
計
で
は
、
。
の
値
は

l
に
近
く
、
統
計
的
に
も
有
意
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
国
際
的
な
資
金
移

動
が
v

自
由
に
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、
自
国
の
貯
蓄
に
依
存
し
な
く
と
も
投
資
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
実
際
の
投
資
は
国
内
の
貯
蓄
に
左
右
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

E
g
oユ
ロ

3
2
は、

2
ニ
丘
三
口
静
出
。
ユ
喜
久
ζ
∞O
〕
の
手
法
を
都
道
府
県
に
お
け
る
貯
蓄
と
投
資
の
関
係

に
適
用
し
、
総
投
資
に
つ
い
て
は
貯
蓄
と
マ
イ
ナ
ス
の
関
係
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
民
間
投
資
に
つ
い
て
は

意
な



北海道の産業経済活性化戦略第2章

貯蓄と投資の関探:46道前県・2002年度菌 3

組 40%
投
資
率

~語岨槍・・ー司‘倫・ー. 槽 善幸

…一一一段二
要量毒事 電器 『鴫‘

。

30% 

、開一一-一一-一φ苓・ーでる。
20% 

10% 

50% 

程貯蓄率

40% 30% 20% 10% 

。%
。%

一-一・線形(民間投資)一線形(総投資)。畏酪投資勢総投資

関
係
が
見
出
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ

の
結
果
は
、
ご

ζ
己
主
出

骨出。ユ。
E
己
申
∞
O

〕
と
は
逆

に
、
国
内
の
地
域
開
に
お
い
て
は
、
民
間
部
門
の
投
資
活

動
に
関
わ
っ
て
自
由
な
資
金
移
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

図

3
は、

O
二
年
度
の
『
県
民
経
済
計
算
』
を
用
い
て
、

東
京
を
除
く
四
六
道
府
県
の
粗
貯
蓄
率
と
粗
投
資
率
を

プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
粗
貯
蓄
は
、
県

民
可
処
分
所
得
か
ら
民
間
最
終
消
費
支
出
と
政
府
最
終

消
費
支
出
、
そ
の
他
の
経
常
移
転
(
純
)
を
差
し
引
い
た

舗
に
、
題
定
資
本
減
耗
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
粗
投
資

は
、
県
内
総
資
本
形
成
に
圏
定
資
本
減
耗
を
加
え
た
値

〈
民
間
投
資
は
、
県
内
総
資
本
形
成
(
民
間
)
に
固
定
資
本

減
耗
(
除
く
政
府
サ
ー
ビ
ス
生
産

)
を
加
え
た
値
)
で

あ
る
。先
に
示
し
た
単
純
回
帰
モ
デ
ル
の
パ
ラ
メ
ー
タ

S
を

最
小
二
乗
法
で
推
計
し
て
み
る
と
、

71 
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総

投

同
/
/
吋

1
0
.
ω
日
ゆ

i
o
・
M

∞
O
G
/同
)

日常山

ー

φ
@
九
一

ωω

/""'¥ 

、-../

は円

(ω
戸
∞
∞
日
)
(

日
・
∞
∞
∞
)

関
投

Z
/
J〔
H
H
0
・

zu十
φ

・
0
目

印

(

∞

/
J
C
日

~N
11 

φ

・
φ

日∞

/戸、¥

)
内
は
件

(
丈
Y
∞
吋
凶
)
(
?
品
、
刊
凶
)

と
な
り
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

ま
た
、
総
投
資
ベ

i
ス
で
は
、
粗
貯
蓄
率
が

れ
は
、
経
済
基
盤
が
脆
弱
な
地
方
圏
に
対
し
て
、

源
と
す
る
公
共
投
資
が
手
厚
く
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
と

な
視
点
に
立
つ
な
ら
ば
、
資
金
の
活

と
な
が
ら
、
地
域
閣
に
お
け
る

内
に
お
け

資
(

h
y
 

r
R
i
γ
a
 

お
け

し

い
こ
と

オコ

る

い
ほ
ど

が
高
く

と
い
う

が
み
ら

が
、
こ

か
ら
の

ト

ン
ス
フ
ァ

i
や

政

資
を

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、

g
ニ
。
ロ
主
含

利
な
投
資
機
会
を
提
供
し
、
他
の

し

て

示

唆

さ

れ

る

こ

と

は

、

域

環

を

金
移
動
を
よ
り
効
率
化
す
る
こ
と
や
、
投
資
家
や
金
融
機
に
対
し
て
よ
り

域
か
ら
金
を
吸
引
す
る
仕
組
み
を
整
え
る
こ
と
が
、
地
域
経

の

展
に

で
の

す
こ
と
も
さ
る
こ

と
っ
て

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ゴヒ

選
の
推
計
結
果
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
に
従
う
な
ら
ば
、
北
海
道
か
ら
道
外
に
流
れ
出
る
資
金
移
動
を
ど
の
よ

/究

と



う
に

え
た
ら
よ
い
の
、
だ
ろ
う
か
。

め

る
効
率
済

融

活

動

の

「

市

場

化

」

が

進

捗

す

る

利

な

投

機

会

を

?
な
資
金
移
動
の
帰
結
と
し
て
受
け
入
れ
る
べ
き
な
の
か
。
地
域
開
競
争
が
激
し
さ
を
増
す
中
で
、
実
物

で
の
魅
力
に
乏
し
い
北
海
道
経
済
の
有
り
様
と
し
て
甘
受
す
べ
き
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

て

が

金

に

振

り

向

け

ら

れ

て

い

な

い

こ

と

、

投

資

の

と
投

で
、
よ
り

の

て
が
金
融
機
関

を
繋
ぐ
主
要
な
資
金
ル

i
ト
と
な
っ
て
い

金
の
動
き
を
概
観
し
て
お
こ
う
(
※
注

5
)
。

出
に
よ
っ
て
フ
ア

イ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

ま
え
な
が
ら
も
、
貯

)
か
ら
、

る
道
内
金
融

の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
(

北海道の産業経済活性化戦略

①
 

も
、
そ
の

代
を
過
し
て

門
に
対
す
る

の
運
用
項
自
で
あ
る
と
問
時
に
、
時
系
列
的
に

供
給
の
酉
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い

五
五
@
七
%
)
。
金
額
ベ

i
ス
で
は
、
企
業
向
け

な
ど
か
ら
減
少
す
る
で
、
個
人
向
け

末
・
・
・
残

金
運

で
は
、
貸

カ3

O 

エ
イ
ト
を
高
め
て
お
り
、

金

(九

O
年一

J

が
資
金

O 

O 

の

や

に
お
け
る

の

カt

長
し
、
六

余
り
の
増

を
み
た
(
九

O
年一

あ
る
い
は
地
方

治

け

円
i
+
O
一年一一

九

七

四

、-../

O 

O 

、
ウ
エ
イ
ト
共
に
、
ほ
ぽ
横
ば
い
の
推
移
を
示
し
て
い
る
(

:
間
四
兆
二

O
五
億
円
、
間
八
@
一

極

証

四

兆

八

二

億

%
)
。
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
取
引
を
通
じ
る
金

②
こ
の

に
つ
い
て
は
、
金

。
年

残

成
比
九
@
一
%
↓
。

し
、
資
金
六
億

機
関
貸
付
や
預
託
金
は
、
金

%
ポ
イ
ン
ト

ベ
i
ス
で
四
兆
円
弱
増

.
会
V
4
τ~/ 

2章

六
兆
三
田

用

体
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
も

し
た
(
九

O

三
月

73 



貯蓄と投資の関係:北海道的"'-'0 2年度図4

偽
一一一一一機一

鯵撃i品
宅τ蕊務官

穏 40%
投
資
率
30% 

-- 毒量
豊襲

ぺo'"。 一--Q...七日(>Q・---

苓ーよ%"" <c> 

20% 

10% 

30% 

籾貯蓄率

25% 20% 
。%
15% 

一副ーー線形(民間投資)一線形(総投資)。民宿投資勢総投資

四
@
一

%
↓

O
一
年
三

74 

末
:
・
同
一

O
兆
二

0
0

円
、
構
成
比

三
億
円
、
間
一
九
@
六
%
)
。

③
他
方
、
本
支
癌
勘
定
の
動
き
に
註
自
す
る
な
ら
ば
、
本
支
癌

貸
か
ら
本
支
癌
借
を
差
し
引
い
た
ネ
ッ
ト
本
支
屈
貨
が
お
よ
そ

二
兆
五
千
億
円
増
加
し
た
ほ
か
(
九

O
年
三
月
:
・
残
高
田
六
二

一
億
円
↓

O
一
年
三
丹
末
:
再
三
兆
五

体
に
占
め
る
ウ
エ
イ
ト
も

億
円
)
、
資
金
運
用
全

末
の

O 

@
O
%
か
ら

O

に
は
五
@
八
%
に

昇
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
数
か
ら
、
九

0
年
代
の
北
海
道
に
お
い
て
は
、
貯

蓄
が
民
間
阿
部
門
の
投
資
に
振
り
向
け
ら
れ
る
度
合
い
が
弱
ま
る

一
方
、
有
価
証
券
投
資
や
金
融
機
関
貸
付
、
あ
る
い
は
本
支
屈
勘

定
を
通
し
て
、
資
金
の
道
外
流
出
が
傾
向
的
に
強
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
資
金
の
動
き
は
、
北
海
道
経
済
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
イ
ン
プ
リ
ケ

i
シ
ョ
ン
を
持
っ
か
。
図

4
は
、
北
海
道

に
お
け
る
粗
貯
蓄

と
粗
投
資
率
の
関
保
を
示
し
た
も
の
で
あ



の
閤
に
は
正
の
関
係
が
あ
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
そ
こ
で
、
友
∞
Z
〉
ベ

i
ス
で
遡
及

さ
れ
て
い
る
九

0
年
度
か
ら

O
二
年
度
の
時
系
列
デ

i
タ
を
用
い
て
パ
ラ
メ
ー
タ

S
の
値
を
推
計
し
て
み
る

と
、
総
投
資
ベ

i
ス
で
は
0

・
∞
芸
会
鑓
;
∞
・
コ
芝
、
民
間
投
資
べ

i
ス
で
は
0

・
ニ
∞
(
件
値
:
・
∞
・
二
ぎ
と
な
っ
て

お
り
、
先
に
み
た
四
六
道
府
県
の
ク
口
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
@
デ

i
タ
に
よ
る
推
計
結
果
と
は
対
照
的
に
、
北
海
道
で

は
投
資
が
貯
蓄
に
依
存
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
北
海
道
経
済
に
と
っ
て
は
、
資
金
の
地
域
間

流
動
を
効
率
化
す
る
こ
と
以
上
に
、
資
金
の
域
内
循
環
の
度
合
い
を
如
何
に
高
め
る
か
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

E
ニ
。
ロ
項
目
去
な
視
点
か
ら
効
率
化
を
追
求
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
と
整
合
的
な
形
で
、
資
金
を
道

内
に
環
流
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
再

北海道の産業経済活性化戦略

資
へ
〈

、旬."，

盟関

北

の

蓄
投

バ
ラ
ン
ス
を
あ
ら
た
め
て
記
す
な
ら
ば
、

(

∞

円

}
l
何
百
)
十
(
印
伺
!
日
明

)
H
Q
V門
!
日
出
)
十
円
出
口
{
}
留
の
十
円
ロ
コ
。
ロ
仲
ご
何
回
出
∞

2
2〈
φ

日
、
わ
が
国
の
財
政
事
構
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
貯

す
る
資
金
の
流
出
や
域
際
収
支
の
赤
字
を
埋
め
合
わ
せ
る
か
た
ち
で
、
国
か
ら
の
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ

i
に
依

存
し
て
い
く
こ
と
は
思
難
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
左
辺
の
(
芯

i
Z
)
の
マ
イ
ナ
ス
揺
が
縮
減
す
る
こ
と
を

と
な
る
。
だ
が
、

超
過
を
背
景
と

第2
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前
提
と
し
た
今
後
の
マ
ク
ロ
経
済
運
営
に
つ
い
て
は
、
民
間
投
資
右
の
拡
大
に
よ
る
(
苫

l
Z
)
の
縮
小
、
も
し
く

は
移
輪
出
官
の
振
興
を
し
て
の
(
官
l

同
盟
)
の
改
善
が
め
ら
れ
る
。
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こ
う
し
た
考
え

は
決
し
て
斬
新
な
も
の
で
は
な
く
、
伝
統
に
は
、
需
要
導
の
「
移
出
基
盤
モ
デ
ル
」
に

基
盤
モ
デ
ル
で
は
、
地
域
の
産
業
を
域
外
に
財
貨
⑨
サ
ー
ビ
ス
を

業

の

産

動

か

ら

派

生

す

る

需

じ

る

域

盤

非

お
い
て
説
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
移

販

売

す

る

移

出

産

業

(

業

)

と

、

盤
産
業
)
に
分
類
し
た
う
え
で
、
地
域
の

加
が
地
域
の
経
済
成
長
を
も
た
ら
す
と

は
そ
の

か
ら
の

に
よ
っ
て
決

さ
れ
、
移

の

。

こ

の

こ

と

を

踏

ま

え

て

も

、

今

後

の

北

な

の

は

、

資

性

や

高

い

を
生
み
出
す
ド
ラ
イ
バ

i
(
例
え
ば
、
「
規
模
の
経
圏
の
経
済
」
「
ス
ピ
!
ド
の
経
済
」
「
集
中
化
と

の
経
済
」
な
ど
)
を
背
景
に
備
え
た
競
争
力
の
あ
る
移
出
産
業
で
あ
り
、
こ
れ
を
振
興
し
道
内
に
お
け
る

効
果
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
民
間
投
資
や
移
輸
出
の
拡
大
に
繋
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
日
、
「
選
択
と
集
中
」
が
常
套
句
と
な
っ
て
い
る
財
政
支
出
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
支
出
の

効
率
化
や
重
点
化
が
求
め
ら
れ
る
。
地
方
自
治
体
の
叫
財
政
が
逼
迫
す
る
中
で
、
と
も
す
れ
ば
政
策
的
な
経
費
の
慰

、
娠
を
留
か
ら
の
補
助
金
等
に
求
め
る
傾
向
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
般
政
府
の
枠
内
で
自
主
財
源
を
冨
か
ら
の
期

政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
に
振
り
替
え
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
北
海
道
経
済
全
体
と
し
て
の
需
要
を
確
保
し
、
な
お
か

つ
菌
か
ら
の
財
政
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
に
過
度
に
依
存
し
た
こ
れ
ま
で
の
体
質
を
転
換
す
る
た
め
に
は
、
者
円
(
才
古
色
。

し
た
民
間
投
資
に
よ
る
公
共
投
資
の
代
替
や
公
的

お
い
て

の

し一一

一一“1

及

明
日
間
同
印
出
口
。

円
三
二
三
言
。
)
を
活

業
の
民

化
な
ど
、



間
部
開
け
に
お
け
る
貯
蓄
超
過
を
活
か
し
た
官
の
連
携
が
今
ま
で
以

さ
ら
に
、
金
融
面
に
お
い
て
は
、
甫
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
基
軸
に
据
え
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
リ
フ
ォ
ー
ム
が

出
芝
山
富
三
含
に
進
捗
す
る
中
で
、
資
金
は
よ
り
高
い
運
用
効
率
を
追
い
求
め
、
そ
の
帰
結
が
東
京
を
は
じ
め
と

へ
の
資
中
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
資
金
の
動
き
は
、
水
平
的
な
移
動
を
欠
き
、

味
で
の
歪
さ
を
内
包
し
て
い
る
が
、
一
面
に
お
い
て
は
、

に
必
要
と
な
ろ
う
。

北海道の産業経済活性化戦略

す
る
大
都
市

垂

瞳

的

な

移

動

が

支

配

的

で

あ

る

と

い

う

融

、

シ

ン

ス

一
テ
ア
ム
が
出
∞
主
丹
円
。
出
三4

で
は
投
盗
資
一
が
貯
蓄
に
故
存
す
る
紹
額
桝
向
が
強
く
、
新
か
る
点
か
ら
、
資
金
の
域
内
循
環
を
擁
立
す
る
こ
と
が
要
請
さ

れ
る
。

Z
ニ
。
喜
一
号
な
資
金
移
の
効
性
と
資
金
の
域
内
錆
環
を
必
要
と
す
る
北
海
道
経
済
の
特
性
を
如
何

に
一
向
立
さ
せ
る
か
。
こ
こ
に
、
北
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
。
一
義
的
に
は
、
北
海
道
経
済
の
実
物
的
側
面
を

一
と
な
る
が
、
他
方
で
は
、
投
資
機
会
に
関
す

な
ど
、
資
金
の
域
内
環
や
道
外
か
ら
の
環

し
て
い
く
こ
と
が
資
金
の

信

機

の

強

ホ久る
構
報
生

流
を
サ
。
ホ

i
ト
す
る

立
す
る
う

で
の

を

に
よ
る
リ
ス
ク
分

や

み
づ
く
り
が

め
ら
れ
る
(
※
注

6
)
。

※
注

1
・
:
「
県
民
経
済
計
算
」
に
基
づ
い
て
、
貯
蓄
と
投
資
の
櫨
等
関
係
を
解
説
し
た
も
の
に
峰
〔
N
C
O

日
が
あ
る
。

※
注

2
・
:
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
の
地
域
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
佐
野

5
2
0
]
二
八
頁

1
二
九
一
員
を
参
照
。

※
注

3
・
:
以
下
の
議
論
は
、
蘇
藤

[
N
S
Z〕
に
依
拠
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
同
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
捷

て
い
る
デ

i
タ
は
『
平
成
工
年
道
民
経
済
計
算
推
計
結
果
』
を
出
所
と
し
て
お
り
、
∞
ω
∞
沼
〉
ベ

i
ス
に
依
拠
し
て
い
る
。

※
注

4
・
:
こ
こ
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
野
間
〔

2
0
2
一
四
八
頁

i
一
四
九
頁
の
記
述
に
負
う
と
こ
ろ
大
き
い
が
、
野 し

第2
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間
[
N
C
O
U
]

で
は
「
そ
の
他
の
経
営
移
転
(
純
)
」
に
つ
い
て
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

※
注

5
・
:
詳
し
く
は
、
欝
藤

[
N
2
2
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※
注

6
・
:
例
え
ば
、
税
務
会
計
博
報
を
ベ

l
ス
と
し
た
非
公
開
企
業
の
構
報
開
示
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
、
従
来
の
弱
救
済
型

の
制
度
融
資
で
は
な
く
、
企
業
の
自
立
的
な
発
展
を
促
す
よ
う
な
制
度
融
資
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
計
、
抵
利
預
託

印
刷
度
を
基
本
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
資
金
の
量
的
補
完
を
指
向
し
た
制
度
融
資
か
ら
、
部
分
保
証
制
度
や
可
変
的
な
信

用
保
証
料
率
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
信
用
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
機
軸
に
据
え
た
小
企
業
金
融
支
援
な
ど
が
、
そ
の

例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
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※
参
考
文
献
・
:
策
藤
一
朗
〔
N
C
C
ω
]

「
北
海
道
に
お
け
る
マ
ク
口
経
済
猶

日
本
郵
政
公
社
北
海
道
支
社
、
一
一

O
O
一
一
一
年
八
月
。

粛
藤
一
朗
[

N

C

C

E

〕
「
北
海
道
経
済
の
財
政
依
存
構
造
」
北
海
道
総
合
研
究
調

号
、
二

O
O
五
年
九
月
。

嬬
藤
一
朗

[
N
0
0
3
〕
「
地
域
経
済
の
再
生
に
向
け
て

i
貯
蓄
投
資
バ
ラ
ン
ス
論
か
ら
み
た
と
地
域
経
済
の
現
状

と
課
題

1
」
中
小
企
業
金
融
金
庫
竺
信
用
保
険
丹
報
』
二

O
O
五
年
十
月
号
。

佐
野
修
久

G
2
0
〕
「
地
域
の
財
政
依
存
構
造
」
日
本
政
策
投
資
銀
行
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ

i
『
地
域
政
策
研

究
コ
。
ケ

ω
、二

0
0
0
年
十
二
月
。

土
居
丈
顛
{
M
C
C

日
]
「
域
際
収
支
か
ら
み
た
地
域
再
生
に
関
す
る
一
考
察
」
三
菱
…
信
託
銀
行
司
視
点
』
一
一

0
0
五
年

一
月
号
。

野
間
敏
克
巳
c
c
u
]
「
地
域
間
資
金
移
動
と
資
金
循
環
」
堀
江
康
熊
編
著
『
地
域
金
融
と
企
業
再
生
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中
央
経
済

社
、
二

O
O
五
年
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第
六
章
所
収
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峰
山
序
直
輝
〔
N
O
C
U
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「
県
民
経
済
計
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み
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の
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総
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研
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所
『
内
外

経
済
e

金
融
動
向

zo--∞
1
5、二
O
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年
一

と

長虫

二
平
成
十

年
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委
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研
究
報
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会
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し
や
り
ば
り
』
第
二
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